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荒木 雅弘  准教授  

スマートフォンや、家庭内LANに接続されたAV機器の普及によって、いよいよ音声インタ
フェースの出番がやってきました。

　音声認識・音声合成の技術は既に実用化レベルに達しており、今後はスマートフォンへの情報入力やネットワー
ク家電の操作など、様々な状況で音声対話インタフェースの利用が進むことが見込まれます。しかし、現在の
音声対話インタフェース開発技術は、対話の状態定義・音声認識文法の記述・音声合成器の制御など、高度な専門
知識を必要とするもので、一般的なソフトウェア開発方法論とは大きく異なっています。それゆえに開発コスト・
保守コストが高く、新規参入が難しい分野であるといわれています。この問題を解決するために、我々の研究室では、
ソフトウェア開発の現場で広く採用されているオブジェクト指向的開発方法論を音声対話インタフェース開発に適用
したフレームワークを実装することで、短期間でのプロトタイプの作成・既存Webアプリケーションとのシームレス
な統合・容易な機能拡張の実現を目指しています。 
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音声対話システム　音声認識　音声合成　携帯端末

我々の開発フレームワークは下記の要素技術を基盤
として実装しています。

●情報処理学会試行標準の6階層マルチモーダル対
　話システムアーキテクチャ
　　音声・画像・タッチなどの様々なモダリティの認 
　識・合成エンジンをラッパーを用いて共通化する仕
　組みを通じて、様々な機器に対応できる対話システ
　ムを実現します。

●マルチモーダル対話記述言語MIML
　　W3C標準の音声対話記述言語VoiceXMLを、マ 
　ルチモーダル入出力が可能になるように拡張しま
　した。

●Railsフレームワークを利用したデータ駆動開発
　　対話システムで扱うデータモデルの定義から、　
　個々のデータを作成・表示・更新・削除・検索するロ
　ジックや表示画面を自動生成するRailsフレームワー
　クに対して、オブジェクト指向の方法論に基づいて
　音声対話システムを開発するモジュールを組み込
　みました。

　これまで、このフレームワークに基づいて「音声対話
による点字学習システム」を開発し、実証実験を通じて
保守性の高さを確認しました。その他、バーチャルエ
ージェントとの対話システムやセマンティックWeb音
声検索システムを試作しています。

 ■研究の概要

■研究・技術のプロセス／研究事例

マルチモーダル対話システムのデータ駆動開発

マルチモーダル対話記述言語MIML

マルチモーダル対話システムアーキテクチャ
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